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DuMA ニュースレター                                  2020年４月６日 

２０２０年３月の地震活動概観 

2020年 3月に日本およびその周辺で発生したマグニチュード（M）５を超える地震は 8個でした。地震

活動全般は比較的低調であったと判断できます。南西諸島・西表島近辺では少し活発な活動がありま

したが、西表周辺では過去にも何度も群発地震活動が発生しています。３月は図の右下の伊豆小笠原

海溝沿いでも少しまとまった活動が発生しました。 
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日本およびその周辺の広域地下天気図® 

  今週は２月２４日のニュースレターに引き続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領

域の解析です。主に海域で発生するマグニチュード７以上の地震を対象とした解析です。 

 今回は４月３日時点の LタイプおよびMタイプの２つの地下天気図をお示しします。近畿地方から中

国・四国地方にかけて M タイプの解析では大きな異常が出現しており、これまで異常がわずかであった

L タイプでもかなり異常が見えています。特に紀伊半島沖の南海トラフ沿いの異常はまだ面積は比較的

小さいですが顕著と考えています。ちなみにこの紀伊半島沖（紀伊水道）では、2018 年に“ゆっくり地震”

という体に感じない地震が発生していました（マグニチュードは最低でも 6.6 と言われています）。 

北海道北部からサハリンにかけての異常はまだ継続しています。 

 

 

４月３日時点の Lタイプ地下天気図 
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４月３日時点の Mタイプ地下天気図 

 

 

２０２０年４月６日時点のダッシュボード 

 次の表は４月６日時点の地下天気図の DuMAダッシュボードとなります。新たに紀伊半島沖の静穏化

を表に加えました。また日向灘の地震活動活発化領域は、日本列島陸域の解析（たとえば３月１６日付

のニュースレター）では、日向灘で赤い領域（＝地震活動活発化の領域）が見えていますが、これは解

析対象としている地域と地震のマグニチュードの下限の値（どれぐらい小さな地震まで解析に用いる

か）、さらには解析に用いている計算の半径（どれくらいの地震がある地点に影響を与えているかという

問題）などが違い、どちらかが間違っている、あるいはこちらが正しいという事ではなく、“いずれも正し

い”のです。 
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 そのため、同じ地域が含まれる地下天気図で結果が異なる事が生じるのです。日向灘の異常は主に

陸域を解析対象としている地下天気図の異常のため、今週のダッシュボードからこの活発化の異常を

削除いたしました。 

 

 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0

